
 

 

 

 

 

例題１：下の図の△A’B’C’は，△ABC を，直線 ℓ を

対称の軸として対称移動したものである。 

 

 

 

 

 

 

（１）対応する点を結んだ線分をかき入れなさい。 

（２）点 B と対応する点を結んだ線分は，直線 ℓと

どんな関係にあるか。記号を使って表しなさい。  

【解法】（１）直線 ℓを折り目として折り返したとき，

ぴったり重なる点が対応する点である。 

    （２）線分 BB’は直線 ℓと垂直に交わる。 

【解答】（１）点 B  

 

 

 

 

 

    （２）線分 BB’は直線 lと垂直に交わる。 

 

練習１．下の図の△ABC を，直線 l を対称の軸とし

て対称移動してできる△A’B’C’について，次の問

いに答えなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

 （１）△A’B’C’を上の図にかきなさい。 

 

（２）線分 CC’の中点Mをかき入れなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題２：下の図は合同なひし形をしきつめた図形

である。ひし形アをひし形イに 1 回の移動で

重ね合わせることができるのは，平行移動，

対称移動，回転移動のうち，どれですか。 

 

 

 

 

 

【解法】右の図の直線 l 

を対称の軸として 

対称移動すると， 

点 Aが A’，点 B が 

B’，点 Cが C’に重なる。 

     また、右の図の 

点 Oを回転の中心 

として時計の針の 

回転と反対向きに 

144°だけ回転移動 

すると，点 Aが A’’，点 Bが B’’，点 Cが C’’

に重なる。 

 練習２．下の図で，正五角形イは，正五角形アを

移動したものである。次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

（１）対称移動したとすると，対称の軸とした辺

はどれですか。 

 

                       

（２）点 Oを回転の中心として回転移動したとす

ると、点 Cと対応する点はどれですか。 

              

                       

図形の移動（２） →42,31,32へ        
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